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１ 

 

1.問題と目的 

慢性疾患を持つ学生は，幼少期からの闘病生活や喪失感により自己効力感が低くなり易

く，また，日常生活の様々な場面において行動が制限され，適切な時期に適切な経験がで

きないことなどから自己受容が低くなる傾向にあるとされる。こうした観点から，慢性疾

患を持つ学生は一般の学生に比べて職業選択や進路決定が困難であると予測される。しか

しながら，医療や看護，福祉の領域において慢性疾患に対する研究は行われているものの，

進路選択を行う時期における慢性疾患を持つ学生の心理的特徴に焦点を当てたサポート研

究は少ない。 

以上のことから，本研究ではまず，大学生を対象にアンケート調査を行い，以下の様な

点について検討を行う。（１）慢性疾患を持つ学生は一般の学生と比較して職業選択におけ

る自己効力感が低く，またその起因する要素にも違いがある。（２）慢性疾患を持つ学生は

一般の学生と比較して自己受容が低い傾向にある。（３）慢性疾患を持つ学生は，職業を選

択することが一般学生よりも困難であるため職業未決定傾向が高くなる。 さらに，アン

ケート調査により抽出された慢性疾患を持つ学生に対してインタビュー調査を行い，その

心理的特徴について詳細な実態を明らかにし，今後の支援の在り方を探究することを目的

とした。 

 

2.方法 

2.1 アンケート調査 

18～25 歳までの大学生・大学院生（男女）を対象として，Web アンケートフォームとア

ンケート用紙による調査を行った。アンケートには，フェイスシート（年齢，学年，性別，

慢性疾患の有無，および病名，病歴，病気の程度，通院状況）の他，キャリア選択自己効

力感尺度（花井，2008)25 項目，自己受容尺度（宮沢，1988)の下位尺度である自己信頼と

自己承認の計 13 項目，職業未決定尺度（下山，1986）の各下位尺度より 3 項目ずつ計 15

項目を使用した。有効回答 504 名（一般学生 440 名，慢性疾患を有する学生 64 名）につ

いて，t 検定および重回帰分析による分析を行った。 

 

2.2 インタビュー調査 

先に実施したアンケート調査において慢性疾患の有無に「有り」と回答し，且つ，イン

タビュー調査への協力依頼に「同意する」と回答した学生のうち 9 名を対象に， 半構造化

面接を行った。インタビュー内容を基に逐語録を作成し，SCAT を用いて質的に分析した。 

 

3.結果 

3.1 アンケート調査 

疾患の有無における差を検討するため，t 検定による分析を行った。その結果，慢性疾患

を持つ学生は一般の学生に比べて自己受容性が低く，キャリア選択における計画立案や意

思決定に対する自己効力感が低いこと，職業決定において情緒的混乱を招き易い傾向にあ

ることが示された。 

次に，その要因を探るため，重回帰分析を行った。キャリア選択自己効力感およびその



 

２ 

下位尺度を従属変数，自己信頼，自己承認，学年差，疾患の有無を独立変数とした重回帰

分析では，キャリア選択における自己効力感に対して自己信頼が有意な正の効果を示すこ

とが明らかとなったものの，慢性疾患の有無によるキャリア選択自己効力感への影響はほ

とんど見られなかった。また，職業未決定傾向およびその下位尺度を従属変数，自己信頼，

自己承認，学年差，疾患の有無を独立変数とした重回帰分析では，自己受容性が職業を決

定するうえでの未熟さや情緒的混乱，決定の先延ばし，安易な職業選択に有意な負の効果

があることが示されたが，疾患の有無の有意な効果は見られなかった。さらに，職業未決

定傾向およびその下位尺度を従属変数，キャリア選択自己効力感の各下位尺度，学年差，

疾患の有無を独立変数とした重回帰分析では，情報収集以外の因子との間に様々な有意な

効果が示されたが，疾患の有無の効果はほとんど無く，職業決定に関しては慢性疾患を持

つ学生と一般の学生の間に差異は見られなかった。 

 

3.2 インタビュー調査 

作成されたストーリー・ラインや理論記述を基にそれぞれの対象者のアンケート調査結

果より算出した各使用尺度の平均得点との比較考察を行った。その結果，方向性が明確化

されている学生は概ね自己評価および目標選択における自己効力感が高い傾向にあったが，

計画立案への自己効力感は低～中程度であった。 

次に，自己受容性について検討したところ，量的分析において一般の学生よりも自己受

容性の低さが示されているものの，全対象を通して中程度の自己受容性が見られた。 

最後に，職業未決定傾向における特徴としては，明確な目標を持って進路選択に取り組

むことへの自己効力感の高さが未熟や安直を抑制することが示された。一方で，自己受容

性，自己評価，目標選択への自己効力感の高い学生において，未熟や混乱が見られた。 

 

4.考察 

量的分析では，キャリア選択自己効力感および自己受容性においては慢性疾患を持つ学

生の方が一般の学生に比べて低いことが示されているものの，職業未決定傾向については

両者にほとんど差がないことが明らかとなった。この点については，疾患の有無だけでな

く，罹患歴や病気の程度など，より詳細なデータを用いた分析が必要と考えられる。 

また，質的分析においては，慢性疾患を持つ学生の中でも疾患を受容している者は自己

受容性が比較的高いことが伺える。しかし，目標が明確であるほどキャリア選択に対する

自己効力感は高く，職業未決定傾向も抑制されるものの，予測困難な症状変化や将来の職

場環境への不安が阻害要因になり得ることが示された。 

以上のことから，慢性疾患を持つ学生に対するキャリア支援においては，個人の疾患の

受容程度を理解したうえで，目標を明確化するとともに，疾患を持ちながら働くことへの

不安を軽減するための具体的な方策を探索することが重要であると思われる。  
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